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学
院
　
長
挨
拶

残
暑
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年

の
夏
は
台
風
十
号
と

集
中
豪
雨
、
さ
ら
に

台
風
十
一
号
と
異
常
な
天
候
が
つ
づ
い
て
お
り

ま
す
。
幸
い
に
し
て
学
生
や
校
舎
に
は
大
し
た
被

害
も
な
く
ひ
と
安
心
で
す
。
学
生
達
は
夏
を
謳
歌

し
、
前
期
定
期
試
験
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
八
月

十
・
十
一
日
は
「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
　
で
弾
け
、
二

十
一
日
に
は
地
元
土
佐
市
の
　
「
大
綱
ま
つ
り
」
　
で

再
び
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
野
球
部
の
活
躍
は
驚
く
成
績
で
す
。
高
知

県
職
場
早
起
き
野
球
大
会
に
出
場
し
、
二
部
で
優

勝
、
王
座
決
定
の
出
場
を
か
け
た
三
部
優
勝
チ
ー

ム
と
の
試
合
に
も
楽
勝
、
九
月
五
日
王
座
を
か
け

て
一
部
優
勝
チ
ー
ム
と
戟
い
ま
す
。
優
勝
す
れ
ば

全
国
大
会
へ
、
既
に
西
日
本
大
会
出
場
は
決
完
済

で
す
。
正
に
若
者
パ
ワ
ー
で
青
春
を
満
喫
し
て
お

り
ま
す
。
四
年
生
は
臨
床
実
習
で
最
終
学
年
を
有

終
の
美
を
飾
る
べ
く
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
三
年

生
は
専
門
科
目
や
セ
ミ
ナ
ー
に
大
忙
し
で
夏
休
み

も
返
上
し
臨
床
実
習
に
備
え
て
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
十
月
の
学
院
祭
の
準
備
も
着
々
と
進
み
、
今

年
は
各
学
科
の
専
門
性
を
ご
披
露
す
る
べ
く
実
行

委
員
会
の
活
発
な
活
動
を
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
本
学
院
報
は
後
援
会
役
員
の
方
々
の
ご
意
見

を
ふ
ま
え
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
初
め

て
の
試
み
で
す
が
学
校
と
ご
父
兄
の
方
々
と
の
交

流
の
場
と
し
て
、
ま
た
ご
父
兄
の
方
々
と
学
生
の

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
切
っ
掛
け
と
な

学
院
長
　
　
中
　
屋
　
久
　
長

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
学
院
の
学
生
生
活
は

病
気
や
障
害
の
あ
る
人
、
障
害
高
齢
者
の
方
々
の

自
立
生
活
支
援
の
学
問
的
専
門
職
を
目
指
す
も
の

で
大
変
ハ
ー
ド
な
四
年
間
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
毎

日
が
楽
し
く
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
間
性
を
醸
成
で

き
る
学
校
を
目
指
し
て
教
職
員
一
同
目
標
に
向
か

い
、
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
て
お
り
ま
す
。

ご
父
兄
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
屋
学
院
長

日
本
理
学
療
法
士
協
会
会
長
就
任

日
本
理
学
療
法
士
協
会
で
は
、
七
期
十
四
年
の

長
き
に
わ
た
り
日
本
理
学
療
法
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
奈
良
前
会
長
が
諸
事
情
に
よ
り
退
任
を
表
明

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十

三
日
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
の
結
果
が
総
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
本
学
院
の
中
屋
久
長
学
院

長
が
日
本
理
学
療
法
士
協
会
会
長
と
し
て
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

中
屋
会
長
は
理
学
療
法
学
会
誌
に
、
次
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
「
足

腰
の
強
い
協
会
、
学
術
・
職
能
両
面
で
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
協
会
を
目
指
し
、
奈
良
前
会
長
が
築
き

上
げ
ま
し
た
実
績
に
新
た
な
実
績
を
積
み
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
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教
務
部
長
挨
拶
　
　
山
本
　
双
一

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
立
案
と
運

用
が
教
務
の
仕
事
で
す
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
は
授
業
の
組
み
立

て
の
こ
と
で
、
し
た
が
っ
て
、

教
務
部
は
学
生
の
勉
学
に
直
接
に
関
係
し
た
部
門

で
す
。
学
生
諸
氏
が
在
学
し
て
い
る
四
年
間
で
、

よ
き
医
療
人
に
成
長
し
、
職
業
柄
か
ら
も
生
涯
の

習
学
精
神
を
身
に
付
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
「
頭

が
動
け
ば
尾
も
動
く
」
を
格
言
と
し
て
精
励
情
動

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
な
か
な
か
理
解
し
難
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
幸
い
に
、
こ
の
機
関
紙
の
定

期
発
行
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
保
護
者
の
皆
様

と
教
務
部
と
の
距
離
を
縮
め
ら
れ
る
よ
う
、
次
号

か
ら
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
解
説
欄
を
掲
載
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
鞭
達
を

お
願
い
し
ま
す
。

運
営
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

②
ク
ラ
ブ
活
動
…
現
在
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
サ
ッ

カ
ー
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
野
球
部
、
柔
道
部
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
ダ
ン
ス
部
、
吹
奏
楽
部

の
八
つ
の
部
が
あ
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
の
フ
ッ

ト
サ
ル
は
昨
年
度
、
高
知
県
内
で
リ
ー
グ
優
勝
、

四
国
大
会
で
二
位
と
輝
か
し
い
成
績
を
あ
げ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
野
球
部
も
早
起
き
野
球
大
会
の
二

部
リ
ー
グ
に
所
属
し
て
今
年
は
二
部
で
優
勝
す
る

な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
ク
ラ
ブ
活
動
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
就
職
指
導
…
例
年
各
学
科
と
も
沢
山
の
求
人
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
積
極
的
な

就
職
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
学
生
が
少
し
で
も

有
利
に
就
職
で
き
る
よ
う
に
さ
め
細
か
な
指
導
を

心
が
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

作
業
療
法
学
科
長
挨
拶
　
石
元
美
知
子

作
業
療
法
学
科
は
昨
年
十
周

年
記
念
式
典
を
お
こ
な
い
、
一

〇
〇
名
近
く
集
ま
っ
た
卒
業
生

と
共
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
実

習
施
設
に
感
謝
状
を
送
り
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

今
四
年
次
生
は
最
後
の
臨
床
実
習
を
終
え
、
こ

れ
か
ら
卒
業
研
究
と
国
家
試
験
の
勉
強
を
始
め
ま

す
。
今
年
は
過
年
度
生
も
含
め
全
員
合
格
し
ま
し

た
。
三
年
次
生
は
一
月
か
ら
の
臨
床
実
習
に
向
け

て
臨
床
の
先
生
方
の
講
義
を
受
け
、
実
習
で
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
患
者
様
に
評
価
訓
練
が
出
来
る

よ
う
に
実
際
的
な
勉
強
を
し
て
い
き
ま
す
。
二
年

次
生
は
九
月
に
二
週
間
の
臨
床
見
学
実
習
を
お
こ

な
い
ま
す
。
実
習
生
と
し
て
現
場
で
働
く
た
め
の

基
本
的
態
度
を
学
ぶ
と
共
に
、
こ
の
仕
事
の
や
り

が
い
を
感
じ
て
き
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ず
、
入
試
で
は
、
競
争
率
は
決
し
て
高
く
は
な
い

も
の
の
、
成
績
の
良
い
生
徒
が
多
く
受
験
し
、
年
々

レ
ベ
ル
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
後
の
国
家
試

験
で
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
高
い
成
績
を
維
持
し

て
お
り
、
就
職
に
関
し
て
は
、
多
く
の
病
院
等
か

ら
求
人
を
頂
き
、
環
境
の
良
い
職
場
で
腕
を
磨
い

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
教
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、

言
語
療
法
学
科
の
発
展
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

事
務
長
挨
拶
　
　
　
公
文
　
省
良

平
素
は
、
本
学
院
後
援
会
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
役
員
及

び
保
護
者
の
皆
様
方
に
は
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼

理
学
療
法
学
科
長
挨
拶
　
酒
井
　
寿
美

言
語
療
法
学
科
長
挨
拶
　
石
川
　
裕
治

学
生
部
長
挨
拶
　
　
大
倉
　
三
洋

平
素
は
何
か
と
学
院
運
営
の

た
め
に
ご
支
援
、
ご
協
力
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

学
生
部
を
担
当
し
て
お
り
ま

理
学
療
法
学
科
は
一
年
次
生

四
〇
名
、
二
年
次
生
四
一
名
、

三
年
次
生
四
〇
名
、
四
年
次
生

三
六
名
、
計
一
五
七
名
（
男
七

す
大
倉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
じ
つ
は
私
も
、
高
知
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
の
一
期
生
で
あ
り
昭
和

五
十
四
年
に
母
校
に
赴
任
し
、
教
員
と
し
て
ま
た

一
方
で
は
学
生
さ
ん
達
の
先
輩
と
し
て
、
学
生
さ

ん
達
が
四
年
間
、
楽
し
く
、
充
実
し
た
学
院
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
と
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
力

致
し
て
お
り
ま
す
。
学
生
部
の
業
務
内
容
は
入
試

関
係
、
学
院
行
事
、
就
職
指
導
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
挨

拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
学
院
行
事
…
入
学
式
、
卒
業
式
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
よ
さ
こ
い
祭
り
、
学
院
祭
な
ど
の
企
画
・

運
営
、
特
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
学
院
祭
な
ど

で
は
で
き
る
だ
け
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・

六
名
・
女
人
一
名
）
　
の
学
生
が
い
ま
す
。
新
入
生

に
理
学
療
法
学
科
の
印
象
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
異
口

同
音
に
　
〝
毎
日
が
楽
し
い
″
〝
行
動
力
が
す
ご
い
”

〝
団
結
力
・
パ
ワ
ー
″
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
イ
ン
ド
の
も
と
、
眼
を

輝
か
せ
、
よ
さ
こ
い
祭
り
の
参
加
や
学
院
祭
の
準

備
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
週
末
の
休
み
、
夏

季
休
業
と
学
び
舎
は
少
し
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
個
別
に
グ
ル
ー
プ
学
習
に
と
必
ず
学
生
が

勉
強
し
て
い
て
、
先
輩
が
後
輩
の
面
倒
を
見
て
い

る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
全
て
の
人
に
平
等
に

与
え
ら
れ
た
も
の
は
時
間
で
す
。
有
効
に
、
確
実

に
、
知
識
を
使
う
た
め
に
努
力
し
て
い
る
姿
が
あ

り
ま
す
。
自
学
自
習
で
き
る
環
境
、
社
会
に
通
用

で
き
る
人
材
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

し
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
四
月
に
、
四
国
で

初
め
て
の
言
語
聴
覚
士
の
養
成

校
と
し
て
開
設
さ
れ
て
か
ら
、

早
い
も
の
で
八
年
が
経
と
う
と

こ
れ
ま
で
四
期
生
（
約
一
〇
〇
名
）

が
卒
業
し
、
言
語
聴
覚
士
と
し
て
全
国
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
言
語
療
法
学
科
の
現
状
と
し
て
、
ま

申
し
上
げ
ま
す
。
後
援
会
は
本
学
院
の
充
実
発
展

を
図
り
、
教
育
の
振
興
と
学
生
の
福
祉
を
増
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
本
年
度
は
総
会
に

お
き
ま
し
て
①
学
院
祭
、
よ
さ
こ
い
祭
、
ク
ラ

ブ
活
動
等
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
助
成
②
図
書

室
の
書
架
の
増
設
等
施
設
の
充
実
整
備
③
就
職

業
務
に
関
す
る
助
成
④
保
護
者
と
の
連
携
を
図

る
た
め
の
広
報
紙
の
発
行
⑤
教
職
員
の
教
育
研

究
向
上
の
た
め
の
助
成
等
が
承
認
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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0就　職　率〇
一平成15年度就職率一

就職情報指導室及び各科補導主任が、連絡を密にして学生個々の状況にあっ
た就職指導を行っております。

また、情報収集にも力を注ぎ、学生により多くの情報を提供することにより
選択肢が広がりよりよい就職活動が行えるように努めてきました。その結果、
三学科とも就職率100％を達成することが出来ました。
今後も、これを維持するために、教職員が協力し合い、努力していきたいと

思います。

理学療法学科（就職率100％）

【就職先】◎近森リハビリテーション病院　◎田中整形外科病院　◎高知整形
脳外科病院　◎白菊園病院　◎はまうづ医院　◎松井病院　◎須崎くろしお病
院　◎高知病院　◎町田整形外科　◎旭川荘療育センター児童院　◎石岡脳神
経外科病院　◎成田整形外科病院　◎初台リハビリテーション病院　◎勝山病
院　◎興生総合病院　◎石川病院　◎寛田クリニック　◎琴の浦リハビリテー
ションセンター

作業療法学科（就職率100％）

【就職先】◎精華園　◎嶺北中央病院　◎田中整形外科病院　◎高知赤十字病
院　◎関田病院　◎清和病院　◎白菊園病院　◎高知鏡川病院　◎聖ヶ丘病院
◎大西病院　◎伊予病院　◎加戸病院　◎久留米リハビリテーション病院　◎
松山赤十字病院　◎藤元早鈴病院　◎中嶋診療所　◎柳井病院　◎中町赤十字
病院　◎広島シーサイド病院　◎赤沢病院　◎宇和島社会保険病院　◎介護老
人保健施設カトレア　◎明和記念病院　◎馬場記念病院　◎有馬温泉病院　◎
介護老人保健施設やすらぎの杜

言語療法学科（就職率100％）

【就職先】◎南国厚生病院　◎高知県療育福祉センター　◎内田脳神経外科
◎厚生年金高知リハビリテーション病院　◎愛宕病院　◎田野病院　◎近森リ
ハビリテーション病院　◎細木病院　◎土佐希望の家　◎国書病院　◎木俵病

院　◎上村病院　◎倉敷贋済病院　◎石川病院　◎田蒔病院　◎別府発達医療
センター　◎高島病院　◎赤穂中央病院　◎佐世保中央病院　◎介語老人保健
施設なごみの里　◎市立宇和島病院　◎遠藤病院　◎福田病院　◎南国中央病
院

◎
国
家
試
験
合
格
率
⑳

平
成
十
六
年
三
月
七
日
に
「
第
三
十
九
回
理
学

療
法
士
国
家
試
験
・
作
業
療
法
士
国
家
試
験
」
が

実
施
さ
れ
、
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
で

は
、
理
学
療
法
士
一
〇
〇
％
　
（
全
国
平
均
九
七
・

九
％
）
、
作
業
療
法
士
一
〇
〇
％
（
全
国
平
均
九
五
・

五
％
）
　
と
非
常
に
高
い
合
格
率
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
国
家
試
験
」

に
先
立
っ
て
、
同
年
二
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た

「
第
六
回
言
語
聴
覚
士
国
家
試
験
」
　
で
も
、
七
三
％

（
全
国
平
均
六
八
二
一
％
）
　
と
全
国
平
均
に
比
し

高
い
合
格
率
を
示
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

本
学
院
で
は
、
臨
床
、
研
究
お
よ
び
教
育
に
お

い
て
経
験
豊
か
な
非
常
勤
講
師
、
特
別
講
師
お
よ

び
教
員
が
、
創
意
工
夫
を
施
し
た
国
家
試
験
対
策

や
模
擬
試
験
を
基
に
学
生
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細

か
い
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
指
導
に
学
生
達

が
応
え
た
結
果
、
前
述
の
よ
う
な
高
い
合
格
率
を

誇
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
卒
者
の

み
な
ら
ず
過
年
度
卒
業
者
に
対
し
て
の
指
導
も
徹

底
し
、
高
い
合
格
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
本
学
院
で
は
、
高
い
合
格
率
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
有
能
な
臨

床
家
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
人
間
総
合
科
学
大
学
◎

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
は
、
昭
和

六
十
二
年
四
月
よ
り
仏
教
大
学
通
信
教
育
学
部
と

教
育
提
携
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
二
年

四
月
よ
り
は
人
間
総
合
科
学
大
学
と
教
育
提
携
を

結
ん
で
お
り
ま
す
。
教
育
提
携
に
よ
り
、
当
学
院

で
の
授
業
科
目
履
修
単
位
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
卒
業
後
の
初
任
給

増
額
（
公
務
員
、
準
公
務
員
に
お
い
て
）
、
大
学

院
な
ど
の
進
学
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
履
修
者
数

は
、
P
T
学
科
‥
一
年
三
一
名
（
七
七
・
五
％
）
、

二
年
三
一
名
（
七
七
・
五
％
）
、
三
年
三
〇
名
（
七

三
・
一
％
）
、
四
年
二
八
名
（
七
七
・
七
％
）
、
O

T
学
科
‥
一
年
一
九
名
（
四
六
・
三
％
）
、
二
年

一
六
名
（
四
四
・
四
％
）
、
三
年
二
〇
名
（
四
八
・

八
％
）
、
四
年
一
〇
名
（
二
七
・
八
％
）
、
S
T
学

科
‥
一
年
二
五
名
（
六
五
・
八
％
）
、
二
年
三
二
名

（
八
四
・
二
％
）
、
三
年
二
一
名
（
五
八
・
三
％
）
、

四
年
二
〇
名
（
六
六
・
七
％
）
　
で
あ
り
ま
す
。

（
　
）
　
内
は
、
学
生
数
に
対
す
る
履
修
％
を
示
し
ま
す
。

◎
図
書
室
だ
よ
り
◎

本
校
の
図
書
室
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
医
学
書
を
中
心
に
、
心
理
学
や
特
殊
教
育

学
な
ど
の
関
連
分
野
を
含
め
、
約
二
万
冊
の
本
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
籍
の
ほ
か
に
、

一
〇
〇
種
類
近
い
雑
誌
や
ビ
デ
オ
等
視
聴
覚
資

料
も
収
集
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
や
、
図
書
室

に
な
い
資
料
を
学
外
か
ら
取
り
寄
せ
る
相
互
貸
借

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
お
り
、
学
生
の
勉
強
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
図
書
室
に
は
毎
日
多
く
の

学
生
が
来
室
し
、
熱
心
に
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
利
用
者
の
多
く
は
各

学
科
の
学
生
や
教
職
員
で
す
が
、
卒
業
生
の
利
用

も
増
え
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
熱
意
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
と
も
図
書
室
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
学
　
院
　
祭
◎

来
る
平
成
十
六
年
十
月
十
日
　
（
日
）
・
十
一
日

（
月
）
　
に
、
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
学

院
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
学
学
院
祭
も
第
五

回
目
を
向
か
え
ま
し
た
が
、
第
一
回
目
よ
り
、
学

生
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
学
院
祭
実
行
委
員
会
が
企

画
・
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。
普
段
の
学
業
と
は

異
な
る
活
動
で
す
が
、
学
生
の
主
体
的
活
動
と
し

て
教
員
も
捉
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長
は
作
業
療
法
学
科
三
年
次
生
中
越

千
尋
が
つ
と
め
ま
す
が
、
実
行
委
員
会
で
は
今
回

の
テ
ー
マ
を
「
地
域
に
根
づ
く
高
知
リ
ハ
謬
S
き
邑

と
し
、
学
院
外
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
学

生
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
を
含
め
た
開
か
れ
た
学

院
祭
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

◎
学
院
祭
実
行
委
員
長
◎

今
年
の
学
院
祭
は
　
『
地
域
に
根
づ
く
高
知
リ

ハ
F
e
s
t
i
v
a
－
』
　
を
テ
ー
マ
と
し
、
学
生
だ
け
で
な

く
地
域
の
人
々
を
含
め
た
、
開
か
れ
た
学
院
祭
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
学
院
祭
を
盛
り

上
げ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
並
行
し
て
開
催
さ
れ
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
全
て
学
生
が
考
え
、

学
院
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
に
よ
る

模
擬
店
も
あ
り
ま
す
し
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽

選
会
や
ゲ
ー
ム
も
企
画
し
て
お
り
、
学
生
以
外
の

方
々
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
普
段
の
授
業

内
容
や
学
生
の
雰
囲
気
、
様
子
と
い
っ
た
も
の
が

伝
わ
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

（
学
院
祭
実
行
委
員
長
　
中
越
千
尋
）
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l理攣療法攣科卒業生l

卒期　氏名　　　　　　　勤　務　先　　　　　　　　　　　　　職　名　　学位・他
1鶴見隆正　神奈川県立保健福祉大学理学療法学科　　　　教授　　　　修士（学術）
2　大塚　彰　広島県立保健福祉大学保健福祉学部理学療法学科　学科長・教授　博士（工学）

2　篠原英記　神戸学院大学　給合リハ研究室　　　　　　　教授
博士（医学）

博士（医学）

博士（医学）
博士（医学）
博士（医学）

博士（医学）
高校第一種免許（社会）

博士（医学）
博士（工学）

博士（医学）
修士（工学）
博士（医学）

修士（学術）
修士（教育）

修士（保健医療学）

3　前田哲男　鹿児島大学医学部保健学科理学療法学専攻　　教授
5荻島久裕　富山医療福祉専門学校理学療法学科　　　　　学科
5　坂口光晴　常葉学園医療専門学校　　　　　　　　　　　　教頭・
5　高田治美　臨床福祉専門学校理学療法学科　　　　　　　教務
7福島龍二　大分リハ専門学校理学療法学科　　　　　　　学科
8　山田耗生　名古屋大学医学部保健学科理学療法学専攻　　教授
8　武政誠一　神戸大学医学部保健学科理学療法学専攻　　　助教
8　秋山耗和　国際医療福祉大学理学療法学科　　　　　　　助教
8　中山彰博　埼玉医科大学短期大学理学療法学科　　　　　助教
8　清田和範　徳島健祥会福祉専門学校理学療法学科　　　　講師
9　宮川哲夫　昭和大学保健医療学部理学療法学科　　　　　教授
9　真鍋克博　筑波大学附属盲学校専攻科理学療法科　　　　教諭
11浦辺幸夫　広島大学医学部保健学科理学療法学専攻　　　教授
11原　和彦　埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科　助教授
11小倉信作　第一医療リハ専門学校理学療法学科　　　　　学科長
12大城昌平　聖隷クリストファー大学リハ学部リハ科理学療法学専攻　教授

12磯崎弘司　埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科　助教授
12藤川孝満　藍野大学保健医療学部理学療法学科　　　　　教授
12横倉益弘　専門学校　穴吹リハカレッジ　　　　　　　　講師
14辻下寺弘　広島県立保健福祉大学理学療法学科　　　　　助教授
14小林和彦　筑波技術短期大学理学療法学科　　　　　　　助教授
15竹中宣充　岡山医療技術専門学校　　　　　　　　　　　講師
16奥　寿郎　臨床福祉専門学校理学療法学科　　　　　　　副学科長
16加藤宗規　東都リハ学院理学療法学科　　　　　　　　　講師
16酒井昔仁　富山医療福祉専門学校理学療法学科　　　　　講師
16菅沼一男　茅ヶ崎リハ専門学校　　　　　　　　　　　　講師
17周藤　浩　大阪物療専門学校理学療法学科　　　　　　　講師
18三浦好子　専門学校社会医学技術学院理学療法学科　　　講師
20越智淳子　広島県立保健福祉大学理学療法学科　　　　　助手
24鈴木智裕　東北文化学菊大学医療福祉学部リハ学科理学療法専攻　　助手

24井上和久　埼玉県立大学保健医療福祉学部理学療法学科　助手

～
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
教
育
機
関
～

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
は
昭
和
四
十
三
年
全
国
で
三
番
目
　
（
盲
学
校
を
除

く
）
、
私
学
で
は
最
初
に
理
学
療
法
士
養
成
校
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
五
年
に
作
業
療
法
学
科
、
平
成
九
年
に
言
語
療
法
学
科
を
増
設
し
、
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
学
校
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
卒
業
生
は
全
国
で
多
岐
に
わ

た
る
活
躍
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士

養
成
機
関
の
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
　
（
母
校
高
知
リ
ハ
学
院
は
除
く
）
　
で
活
躍
す
る

卒
業
生
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
代
表
一
名
の
方
に
学
校
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

尚
、
残
念
な
が
ら
作
業
療
法
学
科
、
言
語
療
法
学
科
で
は
未
だ
教
育
機
関
に
勤
務
し
て

い
る
卒
業
生
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

広
島
県
立
保
健
福
祉
大
学

保
健
福
祉
学
部
　
理
学
療
法
学
科

学
科
長
・
教
授
　
大
塚
　
　
彰

は
じ
め
に
、
「
高
知
リ
ハ
学
院
報
」

に
文
章
を
書
か
せ
て
頂
く
機
会
を
与

え
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
学
院
長
中

屋
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は

昭
和
四
七
年
卒
の
二
期
生
で
す
。
在
校

生
の
保
護
者
と
同
年
齢
位
の
　
「
所
謂
オ

ヤ
ジ
」
　
で
す
。
な
か
な
か
就
職
に
気
持

ち
が
向
か
ず
、
卒
業
前
の
二
月
頃
に
徳

島
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
六
時
間
の

パ
ー
ト
で
入
職
を
決
め
、
売
り
手
の
頃

（
現
在
も
売
り
手
市
場
で
す
が
）
　
に
何

で
？
の
質
問

て
大
阪
の
藍
野
学
院
を
経
て
現
職
へ
と

転
々
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
母

校
の
非
常
勤
講
師
を
勤
め
さ
せ
て
頂
い

た
お
か
げ
で
、
い
た
る
所
で
実
習
な
ど

後
輩
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
理
学
療
法
を
先
導
し
て
き
た
伝
統

校
で
あ
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
し
、
今
後
も
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
多
く
の

日
本
を
代
表
す
る
理
学
療
法
士
を
育
て

上
げ
た
、
仝
教
員
の
教
育
に
対
す
る
熱

意
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
す
る
も
の

です。私
の
在
学
時
は
三
年
制
で
あ
り
、
卒

も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
こ

で
、
生
涯
の

師
と
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
を
得

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私

は
と
　
い
え

ば
民
間
病
院

へ
、
そ
し
て

師
が
整
形
外

科
教
授
で
赴

任
さ
れ
た
愛

媛
大
学
に
、

再
度
民
間

病
院
か
ら
教

員
を
目
指
し

学

）科青
書

徴
傭

士
士

修
修

長
捌
㌘
授
授
授

業
後
二
部
の
短
期
大
学
か
ら
通
信
大
学

と
苦
労
し
て
学
士
を
修
め
ま
し
た
が
、

母
校
は
他
校
に
先
駆
け
四
年
制
で
ダ
ブ

ル
ス
ク
ー
ル
制
度
を
確
立
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
制
度
に
喝
采
で
し
た
。
常

に
一
歩
前
に
あ
る
の
が
母
校
高
知
リ
ハ

学
院
で
あ
り
、
そ
の
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
、
今
も
が
ん

ば
れ
る
の
で
す
。
育
て
ら
れ
た
の
は
高

知
リ
ハ
学
院
な
の
で
す
。

肖
頗
祝
置
　
　
　
　
∩
日
日
∪
　
　
　
蜃
聯

…
写
せ
講
和
報
告

∩
‖
＝
∪
　
　
　
喜
　
　
　
【
日
日
∪

新
入
生
歓
迎
ス
ポ
ー
ツ
大
会

新
入
生
歓
迎
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
は
、

四
月
末
に
春
野
運
動
公
園
に
て
ク
ラ
ス

対
抗
で
行
わ
れ
る
大
会
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
チ
ー
ム
数
で
す
が
四
年
生
は
実

習
に
出
て
い
て
参
加
は
で
き
な
い
の
で

一
～
三
年
生
で
三
学
科
九
チ
ー
ム
が
競

い
合
い
ま
す
。
内
容
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
主
に
チ
ー
ム
で
行

う
競
技
を
行
い
、
新
入
生
等
ま
だ
お
互

い
に
慣
れ
て
い
な
い
学
生
同
士
や
、
競

い
合
っ
た
チ
ー
ム
の
仲
を
深
め
る
目
的

が
あ
る
大
会
で
す
。
競
技
毎
に
上
位
三

チ
ー
ム
に
得
点
が
加
算
さ
れ
、
最
終
的

に
総
合
優
勝
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
た

だ
、
勝
ち
負
け
に
は
関
係
な
く
こ
の
大

会
を
機
に
ク
ラ
ス
の
仲
も
ぐ
ぐ
っ
と
身

近
に
な
り
、
よ
り
楽
し
い
学
生
生
活
を

送
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
高
知
の
城
下
へ
来
て
み
い
や
～
、

よ

さ

こ

い

第
5
1
国
よ
さ
こ
い
祭
り
へ
の
参
加

（
出
場
回
数
3
4
回
）

じ
ん
ま
も
ぽ
ん
ば
も
よ
う
踊
る
～
」
、

新
た
な
半
世
紀
へ
の
一
歩
と
な
る
第
五

十
一
回
よ
さ
こ
い
祭
り
が
八
月
十
、
十

一
日
と
開
幕
、
今
年
も
「
高
知
学
園
短

期
大
学
・
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
院
合
同
チ
ー
ム
」
と
し
て
参
加
し
、

総
勢
一
五
〇
名
の
学
生
踊
り
隊
が
汗

を
飛
び
散
ら
せ
て
乱
舞
し
、
個
性
い
っ

ぱ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
各
演
舞
場

で
披
露
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
地
方

車
に
お
忙
し
い
中
、
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
高
知
学
園
本
部
の
吉
良
本
部

長
と
中
屋
学
院
長
に
地
方
車
に
来
っ
て

い
た
だ
き
陣
頭
指
揮
を
取
っ
て
い
た
だ

き
、
参
加
し
た
学
生
も
例
年
に
な
く
燃

え
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
参
加
さ

れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
、
ま
た
裏
方
を
務

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
教
職
員
の
皆
さ

ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

で
き
、
楽
し
く
明
る
く
を
モ
ッ
ト
ー
に

夏
休
み
中
も
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
他
校
と
の
交
流
試
合
も
行
う

な
ど
、
今
後
の
活
躍
を
お
お
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

【野球部】
創
部
三
年
目
の
野
球
部
。
通
信
大
学

の
試
験
等
の
た
め
、
現
在
は
高
知
職
場

早
起
き
軟
式
野
球
大
会
の
み
参
加
を
し

て
い
ま
す
。
一
年
目
三
部
で
ベ
ス
ト
八
、

二
年
目
二
部
で
一
回
戦
敗
退
、
三
年
目

の
今
年
は
な
ん
と
二
部
で
優
勝
し
、
二

部
二
二
部
代
表
決
定
戦
で
大
勝
し
ま
し

た
。
朝
五
時
に
は
球
場
に
集
合
し
七
時

半
ま
で
試
合
を
し
た
後
、
授
業
を
受
け

る
と
い
う
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ

な
し
、
ま
た
試
合
に
勝
つ
に
つ
れ
て
前

期
定
期
試
験
期
間
に
重
な
り
、
試
合
中

に
ベ
ン
チ
で
テ
ス
ト
勉
強
を
し
な
が
ら

こ
の
よ
う
な
快
挙
を
達
成
し
非
常
に
喜

ん
で
い
ま
す
。
九
月
に
は
王
座
決
定
戦

が
あ
り
、
全
国
大
会
に
む
け
て
日
々
練

習
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

苫
田
　
　
　
【
日
日
‖
∪
　
　
　
臣

謀
小
話
動
報
告

□
　
　
　
曹
　
　
　
∩
日
日
】

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

現
在
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
主
に
学
校

の
講
堂
を
使
っ
て
週
一
回
フ
ッ
ト
サ
ル

の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
第

一
回
高
知
県
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
四
位

（
八
勝
二
分
け
二
敗
）
、
ま
た
全
日
本
フ
ッ

ト
サ
ル
選
手
権
高
知
県
予
選
を
優
勝
、

同
選
手
権
四
国
予
選
を
準
優
勝
と
残
念

な
が
ら
四
国
代
表
を
逃
し
ま
し
た
が
、

輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
第
二
回
高
知
県
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー

グ
で
、
現
在
三
勝
一
分
け
と
好
調
で
す
。

経
験
者
も
未
経
験
者
も
だ
れ
で
も
参
加

▼
理
学
療
法
学
科
定
員
増

平
成
十
六
年
度
の
入
学
定
員
は
、
理

学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
・
言
語

療
法
学
科
の
三
学
科
と
も
四
十
名
で
あ

り
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
度
の
学
生
募

集
よ
り
、
理
学
療
法
学
科
の
み
入
学
定

員
を
七
十
名
に
増
員
す
る
予
定
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
事
に
よ
り
、
三
学
科
の
入
学
予

定
者
数
は
、
現
在
の
一
二
〇
名
か
ら
一

五
〇
名
に
な
り
、
量
の
充
実
が
図
ら
れ
、

よ
り
一
層
の
活
気
の
あ
る
学
院
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
教
育
内
容
に
お
い
て
は
、

量
の
充
実
か
ら
懸
念
さ
れ
る
質
の
低
下

を
防
止
す
る
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。


